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★町の人口★ 人口10, 175(+ 18）男4,823(+ 8）女5, 352 (+ 10）世帯合計（士0) 61年10月末現在）内は前月との比較です 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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緑と清流にはぐくまれた あったカとにIrし 
そのとびらをひらけば そこはもう21世紀 

第
一
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
を
待
つ
、
昭
和
七
十
五
年
度
ま
で
の
『
第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
』
が
ま
と
ま
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
赤
池
町
の
将
来
を
展
望
し
、
総
合
的
、
計
画
的
に
町
の
振
興
を
は
か
る
た
め
策
定
さ
れ
て
い
 

た
も
の
で
、
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
九
月
の
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
今
月
は
、
総
合
計
画
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
経
過
、
ま
た
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
ク
総
合
計
画
審
 

議
会
）
に
出
席
さ
れ
答
申
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
各
委
員
の
皆
さ
ん
方
の
紹
介
、
そ
し
て
概
要
を
お
知
ら
 

せ
し
、
新
年
号
よ
り
そ
の
内
容
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
 

ー
計
画
策
定
の
趣
旨
ー
 

赤
池
町
は
、
昭
和
十
四
年
の
町
制
施
 

行
当
時
か
ら
石
炭
産
業
を
基
幹
と
し
て
 

発
展
を
続
け
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
 

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
進
展
に
伴
っ
 

て
石
炭
産
業
は
一
挙
に
衰
退
し
、
著
し
 

い
人
口
減
少
の
道
を
た
ど
り
、
後
に
残
さ
 

れ
た
も
の
は
、
職
を
失
く
し
た
多
く
の
 

人
々
と
働
け
な
い
お
年
寄
り
、
老
朽
化
 

し
た
炭
住
街
、
種
々
の
鉱
害
、
危
険
な
 

ボ
タ
山
等
の
石
炭
後
遺
症
で
あ
り
、
貧
 

困
と
精
神
的
荒
廃
が
地
域
を
覆
い
地
域
 

社
会
は
崩
壊
し
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
国
・
県
の
政
策
は
も
と
 

よ
り
、
本
町
で
も
昭
和
四
十
七
年
に
「
 

町
全
体
の
生
活
向
上
と
、
明
る
く
健
康
 

で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
 

総
合
計
画
を
た
て
、
町
政
の
進
展
を
は
 

か
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
環
境
、
福
祉
、
 

教
育
な
ど
の
面
で
着
実
に
そ
の
水
準
は
 

向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
産
業
経
済
面
 

に
お
い
て
は
努
力
を
重
ね
て
き
た
に
も
 

か
か
わ
ら
ず
、
基
幹
と
な
る
産
業
を
形
 

成
す
る
に
至
ら
ず
、
ま
た
社
会
経
済
情
 

●
活
発
な
意
見
続
出
の
 

総
合
計
画
の
審
議
会
 

s
 57
 

年
3
月
 

s
 59
 

年
9
月
 

s
 60
 

年
1
月
 

第
一
次
赤
池
町
総
合
計
 

画
期
間
終
予
二
 

第
二
次
赤
池
町
総
合
計
 

画
策
定
庁
議
で
決
定
し
 

ま
し
た
。
 

計
画
策
定
委
員
の
任
命
 

町
職
員
で
六
分
科
会
を
 

構
成
 

県
地
方
課
の
職
員
に
よ
 

る
講
演
ー
全
計
画
策
定
 

委
員
対
象
 

勢
の
変
化
も
あ
り
依
然
低
迷
を
続
け
て
 

て
い
か
ね
ば
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
 

い
ま
す
。
 

せ
ん
 

赤
池
町
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢
 

は
、
安
定
経
済
成
長
の
長
期
化
、
社
会
の
 

成
熟
化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
等
の
 

進
展
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
人
口
の
 

地
方
へ
の
還
流
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
 

り
、
こ
れ
ら
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
 

に
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
情
勢
を
ふ
ま
え
、
改
め
て
 

赤
池
町
の
将
来
を
展
望
し
、
総
合
的
、
 

計
画
的
に
本
町
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
 

第
二
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
 

し
ま
し
た
。
 

ー
計
画
の
性
格
と
役
割
ー
 

本
総
合
計
画
は
、
赤
池
町
を
と
り
ま
 

く
諸
情
勢
を
長
期
的
に
展
望
し
、
本
町
 

の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
に
向
っ
 

て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
 

を
は
か
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
 

も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
目
指
す
将
来
像
の
実
現
の
 

た
め
に
は
、
単
に
町
行
政
の
み
で
は
な
 

。
 

従
っ
て
、
こ
の
計
画
は
、
住
民
の
皆
 

さ
ん
や
民
間
団
体
の
意
向
を
充
分
に
と
 

ら
え
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
単
に
 

行
政
活
動
の
み
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
 

皆
さ
ん
や
民
間
活
動
の
指
針
と
し
て
の
 

役
割
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。
 

ー

計

画

の

 構

成

ー

 

①
基
本
構
想
 

赤
池
町
の
目
指
す
将
来
像
及
び
施
策
 

の
大
綱
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
 

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
基
礎
と
な
る
 

も
の
で
す
。
 

②
基
本
計
画
 

基
本
構
想
で
示
し
た
将
来
像
の
実
現
 

に
向
け
て
、
各
部
門
毎
に
具
体
化
し
体
 

系
づ
け
て
施
策
の
方
向
及
び
主
要
な
施
 

策
を
示
す
も
の
で
す
。
 

③
実
施
計
画
 

基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
の
方
 

向
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
現
実
の
行
政
 

や
民
間
活
動
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
の
 

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
 

く
、
す
べ
て
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
 

す
る
も
の
で
す
。
 

赤池町総合計画審議会委員のみなさん（敬称略） 

昭和 

難
製
 

構成 61:62:63:64:65:66:67:68:69:70:71:72:73:74:75 
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実施計画 
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「目 標 年

①基本構想  昭和75年度（西歴2000年） 

②基本計画 第1期 昭和65年度 

第2期 昭和70年度 

第3期 昭和75年度 

③実施計画 3 年後を目標とし、毎年度 

ローリングによる見直しを 

行う。 

以
上
3

つ
の
構
成
か
ら
な
り
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
示
す
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

氏 名 jりi 属 住 Iり『 

男
 

く次 辞
 

町議会議員 赤池389番地 

（副委員長） 

日高 邦夫 学識経験者 市場1908番地 

竹沢 和雄 町議会議員 赤池64番地の1 

浦田 勇 町議会議員 上野122番地 

立花 杉夫 町議会議員 市場865番地 

平元 光年 町議会議員 上野3617番地の6 

浦田 弘二 教育委員 赤池28番地の1 

小松 久行 農業委員 上野4024番地 

小松 春義 農業委員 上野3854番地 

世良 数正 田川農協赤池支所 赤池1156番地の7 

村上 猛 PTA 会長（市場） 赤池261番地 

桑野 通 下田川衛生組合 方城町弁城3025番地の1 

高林 悦子 婦人代表 赤池859番地 

早川久美子 婦人代表 赤池371番地 

池田 尚 青年代表（蒼い会） 赤池618番地 

大久保紀子 青年代表（蒼い会） 上野471番地の2 

青柳 一夫 観光委員 上野2812番地の1 

士
 

正
 

藤
 

加
 

商工会代表 赤池389番地 

,池田 晃ー‘ 福祉団体代表 赤池618番地 

小松 篤生 労働団体代表 上野3829番地の1 

‘村上 慶悉 学識経験者 上野1065番地の2 

藤本 鈴子 学識経験者 赤池1051番地の65 

7
月
 

11 

月
 

12 

月
 

s
 61
 

年
3
月
 

論
文
募
集
…
・
全
職
員
対
 

象
 

町
民
意
識
調
査
（
住
民
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
実
 

施
 

町
内
全
世
帯
対
象
：
・
 

お
ぼ
え
て
い
ま
す
か
？
 

（
広
報
あ
か
い
け
 60
 

年
 12
 

月
号
 

で
結
果
公
表
）
 

計
画
策
定
用
資
料
作
成
 

…
・
役
場
全
課
分
担
 

各
課
に
聞
き
取
り
 

分
科
会
は
じ
ま
る
 

分
科
会
終
了
 

分
科
会
通
算
 27 

回
開
催
 

策
定
会
議
で
素
案
決
定
 

4
日H 

8
日H 

10 

月
 

総
合
計
画
審
議
会
が
開
 

始
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
合
計
画
審
議
会
終
了
 

し
ま
し
た
。
 

（
審
議
会
は
八
回
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
）
 

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
o
 

（
写
真
）
 

十
月
臨
時
議
会
で
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

』
 戸

 

' 

A 山下委員長（右）より答申を受けとる日野町長 

消防団年末警戒 28日～30日 
赤池町人権旬間 4 日～13日 
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家庭のだんらんをとおして 
議会だより 

1人ひとりの人権思想を高めよう 

赤池町人権尊重旬間（12月4日～12月13日） 

十
一
月
五
日
一
日
間
の
日
程
で
、
臨
 

時
町
議
会
が
開
か
れ
、
工
事
請
負
契
約
 

二
件
、
な
ら
び
に
赤
池
町
立
病
院
設
置
 

条
例
の
一
部
改
正
の
審
議
が
な
さ
れ
、
そ
 

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
o
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
年
度
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
 

復
旧
事
業
「
大
浦
溜
池
災
害
復
旧
工
事
」
 

（
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
完
成
 

予
定
）
、
な
ら
び
に
昭
和
六
十
一
年
度
 

公
営
住
宅
建
設
事
業
「
徳
市
団
地
建
設
 

工
事
及
敷
地
造
成
工
事
」
 

（
昭
和
六
十
 

二
年
三
月
二
十
五
日
完
成
予
定
）
の
一
一
 

件
の
工
事
予
定
価
格
が
い
ず
れ
も
三
千
 

万
円
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

＠
赤
池
町
立
病
院
設
置
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

町
立
病
院
の
診
療
科
目
に
 
「
産
婦
人
 

科
」
と
あ
る
の
が
、
実
質
的
な
科
目
の
 

「
整
形
外
科
」
 
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

九
月
定
例
町
議
会
で
、
設
置
さ
れ
ま
 

し
た
「
議
員
定
数
問
題
調
査
特
別
委
員
 

会
」
が
十
月
四
日
、
十
一
月
五
日
の
両
 

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
隣
 

市
町
村
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
活
 

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

結
論
は
出
ず
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

堂々の準優勝 
赤池町誠心館（中学生の部） 

11月9 日（日）町民会館で、 

赤池町長旗・議長杯争奪の 

第13回少年剣道大会が開催 

されました。 

筑豊の各地より小・中学 

生50チームの少年・少女剣 

士が参加し、友情と親睦を 

はかるため、日頃精進した 

成果を発揮して熱戦を展開、 

盛会の内に無事終了しまし 

た 

なお、この大会で「赤池 

町誠心館」が中学生の部で 

普段の実力をみせ、準優勝 

に輝きました。 

I L人権尊吏奄76y 
12月4 日 

-12 月13日 

功ミう也田丁・坊ミう也田丁教育委員会 
坊ミうlilm丁「言〕禾口孝文育中佳う焦t窃議会 

×敏．轟一：：苦一 .喜喜g，り蕪‘ 
町内を上野・市場・赤池の3 コー 

スでソfレード 

上野・市場・赤池・中尾の各保育 

園前 

赤池商事・ダイコー・農協（上野 

・市場）前 

人権を尊重する町民のつどい 

●演題 「自分の生き方を問う」 
●講師 曹洞宗円通院住職 

狩野俊猷 先生 

●児童・生徒 人権作品の発表 

及び表彰 

.;i難」」i,,，糞 
12月4 日（木） 

午 前 10 時 

様難鷲「三：:
夫構灘舞宴 

ノぐレー ド 

12月4 日（木） 

午後 3 時～ 

12月4 日から12月10日までの1週間は人権週間です。 

人権週間は国際連合が「世界人権宣言」 を採択した12 

月10日を記念して定められたものです。この世界人権 

宣言は第2次世界大戦の悲惨な出来事の反省の中から 

人々の生命の大切さ、基本的人権の尊さを守るために 

つくられたものです。 

法務局や人権擁護委員連合会では、昭和61年度（第 

38回）人権週間にあたり、強調事項として、①人権の 

共存一いじめ、体罰の芽を絶とう。②部落差別をな 

くそう。③女性の地位を高めよう。④障害者の完全参 

加と平等を実現しようと各関係機関及び団体の協力の 

もとに広く国民に呼びかけ、人権意識の高揚を図りま 

、 

1 

四
飼
争
奉
町
」
電
、
g
か
、
に
‘
・
 

士
亦
池
町
観
光
促
進
委
員
会
 

十
月
二
十
八
日
、
日
野
町
長
、
並
び
 

に
観
光
促
進
委
員
の
方
十
三
人
は
、
存
 

続
が
心
配
さ
れ
て
い
る
国
鉄
バ
ス
に
乗
 

車
し
、
北
九
州
国
定
公
園
上
野
峡
の
現
 

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
 

当
日
は
朝
か
ら
少
し
肌
寒
い
く
ら
い
 

で
し
た
が
、
中
継
点
の
上
野
の
滝
に
着
 

く
頃
に
は
、
皆
さ
ん
上
着
を
脱
ぎ
 
「フ 

ー
フ
ー
」
「
ハ
ー
ハ
ー
」
。
そ
れ
で
も
今
 

後
の
上
野
峡
に
思
い
を
馳
せ
、
改
善
し
 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
を
チ
 

エ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
興
国
寺
を
終
点
に
、
 

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
を
求
め
た
一
日
が
 

終
り
ま
し
た
。
 

マ上野峡を視察する町長と 
各委員 

▼先生も一緒に「アーン」 

す 

煮一 

麟鱗 12月4日（木） 
午後4時30分～ 

衝頭啓発 

12 月 13 日 

土 曜 日 

午後1時～ 

0 

赤池町では、更にこの取り組みを強化するために、 

12月4 日から12月13日までを 「赤池町人権尊重旬間」 

として、期間中いろいろな行事を計画しています。 

この機会に、人権について今一度、自分の問題とし 

て考えてみて下さい。 

っ
ば
 

、
 

‘・・し 

ガ
 

ー
新
一
年
生
健
康
診
断
ー
 

十
月
二
十
三
日
、
三
十
一
日
に
市
場
 

小
学
校
、
上
野
小
学
校
で
、
昭
和
六
十
 

二
年
度
新
一
年
生
の
健
康
診
断
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

小
ち
ゃ
な
胸
を
希
望
で
い
っ
ぱ
い
に
 

し
た
子
供
た
ち
は
、
家
族
の
人
た
ち
と
 

一
緒
に
体
育
館
に
集
合
、
先
生
方
や
六
 

年
生
の
先
輩
た
ち
に
引
率
さ
れ
、
各
教
 

室
に
割
り
あ
て
ら
れ
た
健
診
室
へ
と
向
 

い
ま
し
た
。
 

は
じ
め
の
頃
は
日
頃
の
ヤ
ン
チ
ャ
も
 

影
を
ひ
そ
め
、
お
と
な
し
く
お
医
者
さ
 

ん
の
言
う
こ
と
に
 

か
わ
い
い
返
事
を
 

し
て
い
ま
し
た
が
、
 

一
つ
、
一
一
つ
、
と
 

健
診
が
終
る
こ
ろ
 

に
は
各
室
か
ら
「
 

ハ
ー
イ
」
 
と
大
き
 

な
声
が
廊
下
に
響
 

き
わ
た
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

宮
心
菩
菩
葦
ソ
×
古
古
・
×
古
古
古
占
占
小
笠
小
§
・
呂
古
か
v
【
轟
占
・
《
小
呂
古
占
古
古
占
・
呂
・
《
古
古
占
・
蒼
え
古
・
v
v
×
占
占
・
”
小
マ
呂
・
v
x
費
占
・
v
【
心
×
占
か
×
占
古
古
古
古
古
古
占
占
古
占
古
．
§
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同
和
問
題
啓
発
q
ース 

わ
た
し
た
ち
の
地
球
・
宇
宙
の
中
で
 

た
だ
ー
つ
の
“
人
間
の
住
む
星
）
。
 

か
け
が
え
の
な
い
“
地
球
《
、
人
間
 

を
生
み
、
育
て
、
生
か
す
地
球
こ
そ
わ
 

た
し
た
ち
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
 

た
る
生
存
の
基
盤
で
す
。
 

地
球
は
わ
た
し
た
ち
人
類
を
含
む
多
 

く
の
生
物
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
今
や
、
こ
の
地
球
が
大
気
 

汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
の
 

公
害
、
核
兵
器
の
実
験
に
よ
っ
て
汚
染
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
ば
ま
れ
、
汚
染
 

さ
れ
た
地
球
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
人
 

間
の
身
体
が
、
生
命
が
む
し
ば
ま
れ
な
 

い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
0
 

人
間
が
健
康
に
生
存
す
る
環
境
を
守
 

る
こ
と
は
、
人
権
を
守
る
こ
と
で
す
。
 

“
自
然
を
大
切
に
し
て
美
し
い
地
球
 

を
汚
染
と
破
壊
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
）
 

健
や
か
な
地
球
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
の
 

生
命
。
 

緋一
 

地
球
を
守
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
わ
 

「
一
た
し
た
ち
の
人
権
を
守
る
こ
と
な
の
で
 

鶴
 
す
。
地
球
は
、
わ
た
し
た
ち
の
人
権
そ
 

一 
の
も
の
で
す
か
ら
ー
ー
ー
ー
 

《
 
ニ
、
平
和
と
わ
た
し
た
ち
 

細
 

「
戦
争
と
人
権
」
 

（
 

中
学
生
の
 

細
 
ー
人
権
を
無
視
す
る
最
大
 

）
 
や
は
り
戦
争
だ
ろ
う
o
 

「一
 

鶴1

め」 

と
い
っ
て
、
 

一
人
ひ
 

の
人
権
 

作
文
よ
り
 

の
も
の
は
、
 

国
を
守
る
た
 

と
り
を
戦
場
 

『

”

 

一
 

・

一

 

・

」

 

』
「
一
」
】
 

\
 

‘蜘 

『

『

 

」毎」 一
 
一
 

」 

。
 

世
界
の
人
類
が
生
き
の
び
る
道
は
、
は
 

た
し
て
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
 

考
え
る
ま
で
も
な
く
人
権
思
想
を
基
 

盤
と
す
る
平
和
国
家
を
前
進
さ
せ
、
平
 

和
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
の
び
る
 

道
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

世
界
の
人
々
が
、
互
い
に
信
じ
合
い
 

助
け
合
い
、
平
和
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
 

も
、
も
っ
と
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

人
権
思
想
は
、
世
界
を
結
ぶ
平
和
の
 

思
想
な
の
で
す
。
 

へ
送
り
出
し
、
互
い
に
傷
つ
け
合
せ
て
 

最
後
は
命
を
絶
っ
て
い
く
と
い
う
事
実
 

は
、
ま
さ
に
大
悲
劇
と
い
う
も
の
よ
り
 

他
に
な
い
 

人
間
と
は
、
 

一
人
ひ
と
り
が
、
 

お
ろ
そ
か
な
存
在
で
あ
っ
て
は
い
け
な
 

い
。
大
変
貴
重
な
存
在
な
の
だ
。
そ
の
 

人
間
を
、
軽
く
空
虚
な
存
在
と
見
て
、
 

次
々
と
滅
ぽ
す
戦
争
は
、
や
は
り
人
類
 

の
一
大
悲
劇
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
権
 

尊
重
に
対
す
る
最
大
問
題
で
あ
る
と
思
 

」つ 

。
 

「
戦
争
」
 

そ
れ
は
、
人
間
の
生
 

命
を
無
視
し
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
ふ
 

み
に
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
行
 

為。 
「
そ
ん
な
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
く
 

な
い
」
 
と
世
界
中
の
人
々
が
、
み
ん
な
 

願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
の
世
 

界
に
は
、
悲
し
む
べ
き
惨
め
な
戦
争
が
 

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

「
戦
争
と
平
和
」
 

こ
の
核
兵
器
 

の
時
代
に
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
が
、
 

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
も
と
 

も
と
人
間
に
備
っ
て
い
る
は
ず
の
も
の
 

な
の
で
す
。
 

た
と
え
ば
、
人
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
 

え
て
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
自
 

由
で
あ
り
、
互
い
に
愛
し
合
え
ば
結
婚
 

で
き
、
好
き
な
仕
事
に
つ
く
こ
と
も
、
 

知
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
学
ぶ
こ
と
も
 

出
来
る
の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
 

「
人
権
」
を
考
え
る
と
き
 

そ
の
土
台
と
し
て
、
 

「
基
本
的
に
は
、
 

人
間
は
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
も
よ
い
 

の
だ
、
自
由
な
の
だ
」
 
と
い
う
こ
と
を
 

は
っ
き
り
認
識
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
 

て
“
人
権
）
と
い
う
も
の
を
把
握
し
、
 

人
権
尊
重
の
考
え
方
を
す
す
め
て
い
か
 

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
が
、
社
会
 

の
中
で
不
当
に
う
ば
わ
れ
て
い
る
と
す
 

れ
ば
、
そ
れ
は
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
 

重
大
な
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

人
は
だ
れ
で
も
、
生
き
が
い
の
あ
る
 

人
生
を
求
め
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
“
生
き
が
い
）
を
求
め
ら
 

れ
る
の
は
、
人
生
を
思
い
通
り
に
生
き
 

る
自
由
と
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
 

ら
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
 
「
自
由
と
 

権
利
」
す
な
わ
ち
「
人
権
」
は
、
人
が
 

声
ぎ
お
書
奪
声
誉
尊
三
・
シ
、
h
い
島
姦
＼
鍵
群
馨
驚
血
議
髪
紺
鷲
・
曹
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 

き
 

と
一
」
ろ
 

き麟鱗”I嘩噂簿~難趣I 撃摂,麟，舞． 一
 
)
 一
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12 
月
 17 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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⑥
健
康
教
室
①
 

糖
尿
病
に
つ
い
て
 

赤
池
町
立
病
院
内
科
 
贋

瀬

 
憲

治

 

は
じ
め
に
ー
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
 

の
一
助
と
し
て
、
普
段
は
病
院
の
中
で
 

し
か
お
話
し
で
き
な
い
病
気
に
つ
い
て
 

の
知
識
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
町
広
報
の
紙
 

面
を
借
り
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、
 

最
近
め
だ
っ
て
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病
 

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
 

糖
尿
病
と
は
 

糖
尿
病
は
文
明
病
で
あ
る
と
言
わ
れ
 

最
近
と
み
に
こ
の
病
気
の
人
は
増
え
、
 

日
本
に
は
約
二
百
万
人
の
患
者
さ
ん
が
 

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
糖
 

尿
病
は
決
し
て
新
し
い
病
気
で
は
な
く
、
 

今
か
ら
約
三
千
五
百
年
も
前
に
、
こ
の
 

病
気
が
あ
っ
た
と
古
い
記
録
が
残
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
昔
か
ら
あ
る
病
 

気
が
何
故
最
近
に
な
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
 

増
え
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
こ
の
病
気
 

が
、
人
間
の
生
活
水
準
と
深
く
か
か
わ
 

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
第
二
次
大
戦
中
 

は
ほ
と
』
ん
ど
な
か
っ
た
糖
尿
病
で
す
が
、
 

食
生
活
の
水
準
と
共
に
、
特
に
脂
肪
摂
 

取
量
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
戦
後
増
 

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
 

ら
に
、
自
動
車
台
数
の
増
加
に
代
表
さ
 

れ
る
運
動
不
足
や
、
ス
ト
レ
ス
、
飲
酒
 

量
の
増
加
、
そ
し
て
寿
命
の
延
び
も
、
 

糖
尿
病
増
加
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
 

す。 で
は
、
糖
尿
病
と
は
、
ど
ん
な
病
気
 

な
の
で
し
ょ
う
か
。
医
学
的
な
定
義
で
 

は、 

「
体
内
に
お
け
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
 

作
用
不
足
に
よ
る
高
い
血
糖
を
は
じ
め
 

と
す
る
代
謝
異
常
を
特
徴
と
し
て
、
そ
 

の
結
果
全
身
の
血
管
障
害
や
神
経
障
害
 

を
起
こ
し
て
く
る
病
気
」
が
糖
尿
病
で
 

す
。
こ
れ
で
は
、
専
門
用
語
が
多
す
ぎ
 

て
何
の
こ
と
や
ら
解
り
に
く
い
と
思
い
 

ま
す
。
そ
こ
で
重
要
な
点
ご
と
に
お
話
 

し
す
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
ー
 

ー
血
糖
と
は
 

人
間
の
体
に
絶
対
必
要
な
栄
養
と
し
 

て
、
糖
質
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
肪
が
あ
 

り
ま
す
。
こ
の
中
で
糖
質
は
ご
飯
、
パ
 

ン
、
め
ん
類
、
い
も
、
砂
糖
な
ど
に
含
 

ま
れ
、
こ
れ
が
体
で
消
化
、
吸
収
さ
れ
 

て
血
糖
（
血
液
の
中
に
あ
る
糖
質
）
と
 

な
り
ま
す
。
糖
質
は
体
を
動
か
す
源
と
 

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
 

で
す
。
普
通
、
血
糖
は
い
つ
も
同
じ
位
 

に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
糖
尿
病
に
な
 

る
と
血
糖
の
値
が
、
異
常
に
高
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
こ
ま
で
聞
い
 

て
 
「
お
か
し
い
な
」
 
と
思
い
ま
せ
ん
で
 

し
た
か
？
 
「
血
糖
が
高
い
の
は
体
を
動
 

か
す
源
が
多
い
の
だ
か
ら
良
い
で
は
な
 

い
か
」
と
声
こ
ご
で
イ
ン
ス
リ
ン
、
と
い
 

許さない．てノ ノ
移
獲
訓
ク
ょ
り
 

曹 11月14日、田川市内 

§

の文イヒセノ 

ター 

に田川 

意 地区住民約2500人が集 

， まり『暴力絶滅住民総 

§決起大会』が開かれま 

意 した。 

各 赤池町でも、町民約 

§ 150 人がこの大会に参 

意 加、全員がこ暴力絶滅こ 

， のはちまきをしめ、暴 

曹

力根絶を誓い合いまし 

'9 た。 

i ― 嶋I _) J - I J - -1;が‘ 
判 ー ー ’一‘一 ー‘一 ーーー 、 

I 組織平罪者に対し了彼 
i 

らと同じよっに効半的 
I な技術をもって全国的 

i な規模で攻撃を加えな 

I かったら彼らはわたし 

さ たちを滅ほすであろう 

（口バート‘F ・ケネディ） 

お 得 
知 」ーー 世 すー 
ら 
せ る 

昭
和
六
十
一
年
中
（
一
月
一
日
か
ら
 

十
二
月
三
十
一
日
）
に
鉱
害
や
そ
の
他
 

の
理
由
で
、
居
住
し
て
い
た
家
や
納
屋
 

・
車
庫
な
ど
の
取
壊
し
を
さ
れ
た
方
、
 

（
ま
た
は
予
定
の
方
）
は
、
役
場
税
務
 

課
（
内
線
 39 

番
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

連
絡
を
い
た
だ
く
と
、
後
日
調
査
し
 

て
固
定
資
産
課
税
台
帳
か
ら
、
そ
の
取
 

り
壊
さ
れ
た
家
屋
の
面
積
部
分
を
抹
消
 

し
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
税
が
お
安
く
 

な
り
ま
す
。
 

又
、
昭
和
六
十
一
年
中
に
家
屋
を
新
 

築
ま
た
は
、
増
築
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
 

家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
調
 

査
に
伺
い
ま
す
の
で
税
務
課
ま
で
、
ご
 

連
絡
下
さ
い
o
 

な
お
、
住
宅
用
地
を
購
入
し
た
場
合
、
 

不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
 

の
敷
地
の
上
に
一
定
の
条
件
内
で
住
宅
 

を
新
築
し
た
場
合
に
、
手
続
き
を
す
れ
 

ば
取
得
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
。
す
で
に
支
払
わ
れ
て
い
る
方
も
 

、 馴 

う
物
質
が
重
要
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
2
1
イ
ン
ス
リ
ン
と
は
 

血
糖
は
人
間
が
体
を
動
か
す
源
で
す
 

が
、
実
は
血
糖
だ
け
で
は
、
う
ま
く
体
 

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
 

血
糖
を
、
体
を
動
か
す
の
に
有
効
に
利
 

用
す
る
た
め
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
 

ホ
ル
モ
ン
を
必
要
と
す
る
の
で
す
。
血
 

糖
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
関
係
は
、
ち
ょ
う
 

ど
ガ
ソ
リ
ン
（
糖
）
を
燃
や
す
た
め
の
 

空
気
（
イ
ン
ス
リ
ン
）
の
関
係
に
似
て
 

図1 糖尿病は全身の病気 ー
 

（ノ」 図
 

同
じ
手
続
き
で
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
 

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
田
川
財
務
事
務
 

所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

ー
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
 

お
年
寄
の
皆
さ
ん
廿
 

⑥
お
子
さ
ん
の
被
扶
養
者
に
 

な
れ
る
場
合
も
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
、
会
社
等
に
 

勤
め
社
会
保
険
等
の
保
険
に
加
入
し
て
 

は
い
ま
せ
ん
か
 

。
 

も
し
加
入
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
あ
 

な
た
の
給
与
や
年
金
額
の
一
年
分
の
合
 

計
額
と
、
年
齢
の
条
件
が
下
の
表
に
該
 

当
す
れ
ば
、
お
子
さ
ん
が
加
入
し
て
い
 

る
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
 
「
国
民
健
康
 

保
険
税
」
 
は
支
払
わ
な
く
て
良
い
と
い
 

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
お
子
さ
ん
 

インスリン ×
加
細
 

FJ
一
 

Jk
、臣 
喜 

貰 ▲「暴力絶滅」で毎日役場 
可 を訪れる田川署の方々 

と
よ
く
相
談
し
、
被
扶
養
者
に
な
れ
る
 

か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
勤
め
て
い
る
会
 

社
等
に
話
し
か
け
て
み
た
ら
い
か
が
で
 

す
か
。
 

納
め
忘
れ
鷹
嘆
 

年 

齢 

収
入
金
額
 

60 

才
未
満
 

90 

万
円
以
下
 

60 

才
以
上
 

励
万
円
以
下
 

n携
塵
毒
驚
験
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う
納
め
ま
 

し
た
か
？
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
 

お
調
べ
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
 

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
 

や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
を
受
け
 

ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
六
十
五
歳
か
ら
 

の
老
齢
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
事
 

態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
 

ば
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

い
ま
す
。
（
図
1
）
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
勝
 

臓
と
い
う
胃
の
後
に
あ
る
臓
器
で
作
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
（
図
2
）
。
人
間
が
体
を
動
 

か
す
た
め
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
、
血
 

糖
を
充
分
に
燃
や
さ
な
く
て
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
血
中
の
糖
 

は
高
く
な
っ
て
も
、
余
分
な
糖
が
燃
え
 

一
定
の
値
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
 

こ
と
か
ら
、
イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
を
下
 

げ
る
ホ
ル
モ
ン
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
 

で
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
3
1
糖
尿
病
と
は
 

糖
尿
病
で
は
、
そ
の
人
が
作
っ
て
い
 

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
力
が
足
り
な
い
た
め
 

そ
の
結
果
と
し
て
血
糖
の
値
が
上
が
っ
 

て
い
る
の
で
す
。
足
り
な
い
と
い
っ
て
 

も
、
勝
臓
の
作
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
 

足
り
な
い
タ
イ
プ
（
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
 

型
）
と
、
イ
ン
ス
リ
ノ
は
作
ら
れ
て
い
 

る
が
血
糖
が
多
す
ぎ
て
、
正
常
の
値
ま
 

で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
タ
イ
プ
（
 

イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
）
の
2

つ
の
タ
 

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
（
図
3

） 

次
号
へ
 

続
く
 

▲勢定をして下さった 
「四季会」のみなさん。 

図3 糖尿病の2つのタイプ 〔
く
J
 

1 
インスリン依存型 インスリン非依存型． 

（若年型） 

賜
直
ノ
 

「
役
場
は
う
す
暗
い
」
「
役
 

ノu
淀
場
に
行
く
と
外
に
居
る
よ
り
 

直
晦
寒
い
」
と
、
み
な
さ
ん
の
声
 

右
」
方
 
が
聞
え
て
く
る
様
な
暗
さ
の
 

「旧 

戸
役
場
で
し
た
が
、
そ
の
理
由
 

眺
訟
は
役
場
を
取
り
囲
ん
で
い
る
 

月
四
植
樹
が
伸
び
ほ
う
だ
い
だ
っ
 

正

F

 
た
か
ら
で
す
o

髪
の
毛
が
伸
 

び
れ
ば
散
髪
に
行
け
ば
い
い
の
で
す
が
、
 

そ
こ
が
素
人
の
悲
し
さ
、
ど
ん
な
風
に
 

植
樹
を
切
れ
ば
い
い
の
や
ら
全
く
も
っ
 

て
分
か
ら
ず
、
手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
さ
っ
そ
う
と
登
場
し
て
く
 

れ
た
の
が
 
「
四
季
会
」
（
太
田
達
彦
会
長
 

総
員
 26 

人
）
の
皆
さ
ん
。
役
場
の
表
か
 

ら
裏
か
ら
「
ア
レ
ョ
／
、
」
 
と
い
う
間
 

に
勇
定
し
て
下
さ
り
、
（
そ
れ
で
も
あ
ま
 

り
に
今
ま
で
野
放
図
過
ぎ
て
、
 
一
日
が
 

か
り
）
役
場
の
中
が
す
っ
か
り
明
る
く
 

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

大
き
な
鏡
を
も
っ
て
来
て
、
役
場
に
 

自
分
の
姿
を
見
せ
た
ら
、
い
ま
ま
で
し
 

た
事
も
な
い
き
れ
い
な
お
色
直
し
で
、
 

ほ
ほ
を
「
ポ
ッ
」
 
と
染
め
る
か
な
？
・
 

匿 圏 

俳
旬
雑
考
⑤
 

三
木
 

春
翁
 

上
野
峡
行
き
の
バ
ス
が
十
一
月
よ
り
 

廃
止
と
聞
き
、
俳
句
仲
間
六
人
で
思
い
 

出
の
為
に
と
十
月
十
九
日
、
バ
ス
利
用
 

の
吟
行
に
出
か
け
た
。
（
バ
ス
廃
止
は
、
 

実
際
に
は
延
期
さ
れ
て
い
た
。
）
 

紅
葉
見
に
は
ま
だ
早
い
時
季
で
あ
っ
 

た
が
、
久
し
振
り
に
見
る
上
野
峡
は
懐
 

か
し
く
、
身
も
心
も
洗
わ
れ
る
思
い
で
 

あ
っ
た
。
 

〇
紅
葉
見
の
一
人
は
ぐ
れ
て
滝
を
見
に
 

一
行
に
は
ぐ
れ
て
、
私
は
一
人
白
糸
 

滝
を
見
に
出
か
け
た
。
 

昼
食
後
、
食
堂
の
山
根
さ
ん
方
で
旬
 

会
を
開
い
た
が
、
句
会
を
終
っ
た
頃
、
 

前
日
の
猪
狩
で
七
頭
の
猪
を
仕
留
め
た
 

と
い
う
猟
師
の
人
達
が
多
勢
来
て
ざ
わ
 

め
い
て
い
た
。
 

数
日
後
、
私
は
再
び
上
野
峡
を
訪
ず
 

れ
た
。
そ
れ
は
、
 
一
行
に
は
ぐ
れ
て
不
 

動
院
、
峡
仙
閣
、
河
鹿
橋
を
見
て
い
な
 

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

〇
石
蕗
咲
い
て
尼
在
り
し
日
の
早
や
遠
 

し
 

（
不
動
院
に
て
）
 

〇
花
石
蕗
に
扉
を
閉
ざ
し
た
る
山
ホ
テ
 

ル
（
峡
仙
閣
は
休
業
中
の
よ
う
で
あ
っ
た
）
 

〇
紅
葉
見
の
杖
措
き
憩
う
河
鹿
橋
 

一
時
の
バ
ス
に
て
下
山
。
興
国
寺
に
 

歳末たすけ合い運動 1 日～31日 

寄
る
0

興
国
寺
を
訪
ず
れ
る
時
、
私
は
 

い
つ
も
旧
道
よ
り
登
る
。
旧
道
の
登
り
 

口
に
沢
山
の
石
綿
が
肥
っ
て
あ
る
が
、
 

そ
の
中
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
 
「
鷹
取
 

山
落
城
碑
」
 
が
建
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。
 

〇
石
蕗
咲
い
て
古
剰
に
小
さ
き
落
城
碑
 

句
狂
碑
を
見
る
の
も
久
し
振
り
で
あ
っ
 

た
 。

 

〇
行
く
我
を
囚
へ
落
葉
は
馳
せ
巡
る
 

句
 
狂
 

〇
句
狂
碑
の
淡
き
日
射
し
に
秋
惜
し
む
 

春
 
翁
 

句
狂
碑
に
映
っ
た
淡
い
日
射
し
を
見
 

な
が
ら
、
私
は
行
く
秋
を
惜
し
み
つ
つ
 

い
つ
ま
で
も
碑
前
に
立
ち
盛
し
て
い
た
 

つ
れ
づ
れ
に
 

⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
松
本
た
か
し
 

天
 
郷
 
荘
 

ら
せ
ん
 

〇
秋
高
し
螺
旋
階
段
歩
道
橋
 

て
い
て
い
 

〇
秋
晴
に
木
々
亭
亭
と
ホ
ー
ム
の
庭
 

〇
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
上
野
路
走
る
秋
 

う
ら
ら
 

た
も
と
 

〇
秋
風
に
橋
の
快
の
庚
申
塚
 

〇
皮
を
む
く
栗
飯
食
べ
つ
つ
姥
の
労
 

〇
山
車
の
事
故
秋
の
祭
礼
幻
女
の
悲
報
 

〇
園
児
ら
の
御
興
パ
レ
ー
ド
大
太
鼓
 

〇
町
敵
老
会
独
吟
衷
れ
隅
田
川
 

〇
秋
深
む
梯
飯
の
作
務
姥
病
み
し
 

〇
舞
扇
贈
る
心
や
秋
惜
し
む
 

来
年
も
よ
い
お
年
 

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
 

年末年始の交通安全県民運動・・・12月n日困～1 月10日田 



（どI 

年末・年始の役場 

年末・年始の役場業務は次のとお’ 

りて冬す。 

レ12月27日 （土） ご用糸内め 

レ12月28日～1月4 日 休業 

レ1 月5 日 （月） ご用始め 

☆戸籍謄・主少本などが“ 

l必要な方はお早目に 

戸籍業務は27日までです。 戸籍謄 

・才少本・印かん証明などが必、要な方 

は、早めに手続きをおすませくださ 

し、o 

うな死亡届等は日直者に 

お申し出ください 

緊急な事態や、火葬認可証（死亡 

届） などが必要な場合は、 日直者が 

おりますので、 お申し出ください。 

☆税の受付けは27日午前中まで 

税金（町県民税、軽自動車税、国 

民健康保険税、固定資産税）の受付 

け、町営住宅家賃、住宅新築資金貸 

付金等、水道料金などの徴収事務は 

27日まで’行います。 

また、12月26日（金）から27日比）まて、 

の2 日間、税務課において午後6時 

まで納税窓口を開きますのでご利用 

下さい。 

⑨ゴミ収集 12月31日（オく）から1 月3 

日（土）の収集は休みです。 したがっ 

て12月29日から 1 月4 日までの収 

集地区が下記のとおり変更になり 

ます。 

☆燃えるゴミ 

12月29日（月）クけ也区】 12月28日（日） 

12月30日（火）の地区rに変更 

12月31日困の自川区1 12月29日（月） 

1 月1 日（木）の地区hに変更 

1 月2 日（金）の地区→12月30日（火） 

に変更 

☆燃えないゴミ 

1 月3 日（土）の坦l区→1月4 日に 

変更 

〇下田川じん芥清掃センターの受入 

れも12月31日切)- 1 月3 日（Dまで” 

で’す。 

⑨し尿処理 12月31日困から1月4 

日（日）まで休みでトす。 なま】,年末の予 

糾1は混雑しますのーで、21日（日）以降 

の場合のし尿収集については、12 

月20日（土）まで’に各業者へ予約して 

下さい。 又12月30日（火）は午前中で・ 

終ります。 12月28日（日）は平常どお, 

り収集します。 

休日救急医療センターは、急病や 

事故などで負傷した救急患者に1志急 

的診療を行う施設です。 診療日、手斗 

目は次のとおりで’す。 

診 療 日 II曜・祝目および 
121131 1!--- I II 3 II 

昼 
受付一日寺間 9 : 00-・16 : 30 

診察科目 内科、小児科、外科 

夜 
受付時間 18 : 00-22 : 30 

診察科目 内 科、小児科 

田iiは也区休日救急医療センター 

田川市新町iT番47号'45- 7199 

薯 
ら 情 
し 
ひ 殿 

プ
 

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
①
 12 

月
4

日
困
▽
 

四
区
公
民
館
▽
上
野
地
区
の
方
②
 12 

月
 

11
 

日
困
▽
市
場
小
保
健
室
▽
市
場
地
区
 

の
方
③
 12
 

月
 12 

日
団
▽
町
民
会
館
▽
赤
 

池
地
区
の
方
④
 12 

月
 23 

日
因
▽
町
民
会
 

館
▽
全
体
に
も
れ
た
方
（
時
間
は
い
ず
 

れ
も
 13 

時
 30 

分
ー
 15 

時） 

◆
麻
し
ん
▽
 12 

月
 18 

日
困
▽
町
立
病
院
 

▽
 13
 

時
 30 

分
ー
 15 

時
▽
生
後
 18 

カ
月
ー
 

36 

カ
月
 

◆
三
種
混
合
▽
 12 

月
 19 

日
囲
▽
町
民
会
 

館
▽
 
13
 

時
 30 

分
ー
 15 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
 

ー
 48
 

カ
月
 

◆
生
ワ
ク
チ
ン
▽
 12 

月
 16 

日
因
▽
町
民
 

会
館
▽
 13
 

時
 30 

分
ー
 15 

時
▽
生
後
3

カ
 

月
ー
 18 

カ
月
 

補川川川川識川 

'‘ー 

．

一

一

．

‘

 

、
 

◆
乳
児
保
育
相
談
▽
 12 

月
 15 

日
側
▽
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
▽
生
後
2
 

カ
月
ー
 12 

カ
月
 

あ
り
が
と
・
ユ
こ
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
中
村
キ
ヌ
イ
（
東
組
）
▽
 

岡
尾
憲
治
（
中
町
）
▽
大
橋
正
彦
（
車
道
）
 

▽
森
ト
モ
子
（
稲
荷
）
▽
金
畑
妙
子
（
貴
 

船
三
）
▽
阿
部
昭
生
（
北
町
）
▽
長
末
キ
ヌ
 

「
ェ
（
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
▽
河
村
忠
 

志
（
上
里
一
）
▽
高
園
久
仁
子
（
伏
原
）
▽
 

田
中
智
雅
子
（
福
岡
市
）
以
上
 11 

月
 19 

日
 

現
在
 10 

件
で
金
額
は
四
十
一
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
 

（
一
口
l
千
円
）
筑
豊
 

繊
維
廿
 10 

口
▽
長
峰
義
明
（
下
寿
町
）
 

廿
1

口
 

【
古
切
手
】
九
光
石
油
ー
瑚
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
 

〇
松
尾
重
男
（
赤
池
）
毛
布
3
枚
外
 15 

点
〇
武
末
進
（
上
野
）
新
米
 60 

ぬ
〇
赤
 

池
町
老
人
農
園
ー
さ
つ
ま
い
も
 15 

ぬ
〇
 

伏
見
八
千
代
（
糸
田
町
）
ロ
ー
ル
巻
カ
 

ス
テ
ラ
 10 

本
、
ア
ワ
ヤ
（
赤
池
）
金
一
 

封
、
藤
里
会
（
直
方
市
）
焼
酎
2

升
 

×
※
正
月
休
み
甘
 12 

月
 30 

日
5
 

ー
月
4

日
 

イ％ブ彩り 落多％ 
【休館日】 

1日、 8日、15日 

28日、29日 

【福祉バス運行日】 

休日、正月休みを除 

く毎日 【仏教講演会】 

【演 芸】 12月はお休みします 

入館者へ自由に舞台を提供します 

× ※ゲートポール場（ナイター可）も自由にこ利用下さい 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、 

午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（12月2 日） 

ノ
 

鍋
を
か
こ
ん
で
お
酒
を
一
杯
、
又
忘
 

年
会
や
新
年
会
と
な
に
か
に
つ
け
飲
む
 

機
会
の
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
う
 

れ
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
次
の
言
葉
を
 

酒
の
ツ
マ
ミ
に
し
な
が
ら
飲
ん
で
下
さ
 

い
。
お
酒
が
お
い
し
く
な
る
こ
と
請
け
 

合
い
で
す
。
 

①
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
 
②
乗
る
な
ら
 

飲
ま
な
い
 

③
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
 

十
二
月
十
一
日
困
ー
六
十
二
年
一
月
 

十
日
田
ま
で
は
、
年
末
年
始
交
通
安
全
 

県
民
運
動
の
期
間
で
す
。
 

⑨
 

⑧
 

い
や
ー
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
 

暑
が
り
の
寒
が
り
、
ま
る
っ
き
り
こ
ら
 

え
性
の
な
い
私
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
 

寒
さ
は
、
考
え
た
だ
け
で
お
ぞ
ま
し
い
 

気
持
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

で
も
「
広
報
係
」
 
は
足
で
記
事
を
書
 

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ぐ
ず
ぐ
ず
 

言
わ
ず
に
元
気
よ
く
表
に
飛
び
出
し
人
 

と
ふ
れ
合
い
、
写
真
を
撮
る
。
セ
ー
タ
 

ー
、
．
ス
ボ
ン
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
そ
れ
に
パ
 

ッ
チ
と
す
べ
て
厚
手
の
物
に
し
て
、
春
 

よ
こ
い
く
早
く
来
い
と
待
ち
焦
が
れ
 

ま
す
。
皆
さ
ん
も
寒
さ
に
負
け
ず
、
よ
 

い
お
年
を
、
お
迎
え
下
さ
い
。
又
来
年
 

新
年
号
の
紙
面
で
お
逢
い
し
ま
し
ょ
う
0
 

12月は固定資産税4期分、国民健康保険税5期分の納税月です 


